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   2026年の上半期、中東情勢の影響などを受けて、飲食業界は原価高騰などの課題に直面し、 

   売上、利益は悪化傾向にありました。 

   こうした状況の中、コストを削減するための取り組みを行っているお店が増えています。 

 

2026年上半期の業績 

左の図のように、売上、利益 

ともに「増加の傾向」の割合は 

低下し続け、「減少の傾向」の 

割合は徐々に増加しています。 

 

とくに2026年の利益は、 

「増加の傾向」に対し、「減少の 

傾向」が大幅に上回っており、 

利益の方が売上より深刻な状況に 

陥っています。 

 

物価高により、「売上は上がって 

いるのに利益が出ない」と感じて 

いるお店も多いようです。 

コスト削減のために実施した施策 
「食材ロスの削減」、「水道光熱費の 

節約」が上位となっています。 

 

「安価な食材を取り扱っている 

仕入れ先への変更、または新規開拓」 

は2025年より大きく増加して 

おり、ロスの削減だけでなく、 

仕入れ先の見直しでコスト削減を 

図ろうというお店が増えています。 

 

また、「営業時間の短縮、休日の 

増加」も大きく増加しており、 

店舗の営業にかかるコストを 

減らす動きも強まっています。 

 

当社ホームページで、飲食店税務Ｑ＆Ａ、飲食業経営情報を掲載しています。 
ぜひご覧いただき、お知り合いの方にもご紹介ください。 

http://www.hasegawakaikei.com/restaurant-business-taxt-topic/ 

引用：ぐるなびPRO（【飲食店の2026年上半期業績調査】コスト高騰の影響と実施した対策 - 

ぐるなび通信）より 
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